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初めてお使いのとさや、 
お困りになつたとさは、 
同捆の DVD ち是非ご覧 
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DVD を再生でさる環境で 
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はじめに 


-度ドアを開閉し、表示部に roj を 
ま示させてからお使いください。 

•使用していないときの消費電力を節約 
ずるため、「0」表示の状態で放置ずると、 
約10分後に、自動的に電源を切りまず。 

また、電源プラグをコンセントに 
差し込んだだけでは 
電源は入りません。 

(待膳消費電カオフ臟） 



才ート調理を上手に使うために 

•食品の分量を計ってオートXニューで 
調理ずるトリプル重量センサー (GPS^) が 
内蔵されていまず。 


•加熱ち法や時間、温度の設定が不要な 
44 種類のオート X ニューを用意してい 
まず。Xニューを 
選んでスタートずる 
だけで上手に仕上が 
りまず。 

《GPS とは Gram (重さ) Position (位置) System の略 


- L — 任用思レしレ、 

mm 


わがや流あたため 


•わがや流あたためは、ご使用になる容器 
を、あらかじめ計量、登録しておけば、 
いつでも自分のお好みの仕上がりに 
あたためる機能でず。 〔今 P.31 〜 33] 

•登録せずに、その時々に使用ずる容器の 
重さを計り、最適にあたためることも 
できまず。 P.33] 


ち< じ 
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はじめに . 

初めて使うときの確認と準備 . 〔 4〜5 ] 

-据え付けの確認 . 

•電源の入れかた . 

. 空焼き(脱臭)のしかた . 

• 0 点調節のしかた . . 

る部のなまえ-操作パネル-付属品- • • [ 6〜7 J 

安全上のご注意 . 

加熱のしくみ . 

付属品の使いかた . 


A. 

互 

互 

~5 


8〜13 
13 


15 


. I 14〜19 

-テーブルプレートのセットのしかた ••• L 14 

-グリル皿の脚のセットのしかた . 「14 

-グ U ル皿のお手入れ . 

-オート調理で使う付属品 . 

-手動調理で使う付属品 . 

-給水タンクの使いかた 

(スチ-ム臟を使うときセットしまず。 ）••••< 

使える容器•使えない容器 . 


い5〜 17J 

•f ~ 


19 ] 

20〜21 1 



上手な使いかた-調理のコツ 

-食品の分量と容器の大きさ-重さ， 

•食品を置く位置 . 

• 2 個仪上の食品の同時あたたゆ • • • 

-オート調理の仕上がり調節 . 

. 調理中の仕上がり状態確認 . 

-オート調理後の追加加熱 . 


〔 22〜23 


广 22 J 

〔 22 ] 

〔 22 ] 

[ 23 ] 

( 23 ] 

( ~ 2 ^ 


調理後の食品(容器)や付属品の取り出し ••• • 〔23 
終了音(メ □ディー）の切り替え . 


23 


あたためる 


ごはん、お総菜のあたため’ 


い 4〜25 


1友たため 


>常温や冷蔵で保ちした食品の 
異なる2品(ごはん • お総菜など)の同時あたため 


26 


1友たため 


’冷凍や;令蔵で保ちした食品の 
異なる2品 G 令凍ごはん • お総菜など)の同時あたため 


27 


[5 を凍(左）とる蔵（ち)] 


とさどき「0点調節」が必要でず。 


使いかたとコ 


ドアを開閉すると電源が「入」に 
なり、表示部に 「0J を表示しまず。 
「電源の入れかた」050 


まず確認 


才—卜調理 


2 


• 本体•付属 nn のあ手入れ 

• •••〔 

52 

つ 

•水抜きのしかた . 

•… 〔 

53 

) 

3 3清掃 




• においが気になるとき(脱臭） 

••••( 

53 

) 

134脱臭1 




• 加熱室の清掃のしかた . 

• •••〔 

53 

) 


[3 37百お1 


こんなとさは 


標準 ll 理1 (「A ルシ -j 調理も選べます）… r 37 1 
!35ノ\ンノぐ—— つ、 3ら类 I のノ、——ブ I 焼さ1 

3 7鶏の照り焼き」目8鶏のから揚げ 


3 9焼き豚 



予熱「有」Xニューの調理 


1 ヘル シー . [ 38 ] 

そ 


i 

135ハンパ'-グ〜39焼き豚 


予熱「有」；>< ニューの調理 [ 39 1 

118ステーキの□-ストチキン|に3焼き魚1 




27フランスパン28ク U スピーピザ1 


•うまく仕上がらないとき . 厂 54〜57 j 

•お困りのときは . [ 57〜 59] 

•お知らせ表示が出たとき . [59 ] 

•保証とア フターサー ビス . [ 139 ] 

•ご相談窓 □. [ 139 ] 

•仕様 . f 裏表紙 1 


60〜138 


•料理集ち< じ . [ 60〜63 ] 

•料理集さくいん . 山36〜13旬 


予熱 r 無」Xニューの調理 


37 


12茶わん蒸し 

13豚肉の蒸し物 

]4ちゃんちゃん焼き||15たいの塩蓋焼き 

16蒸し焼きいも 

17焼きそば 



]9グラタン20焼さ春卷さ2]焼きとリ 


24オーブン天ぷら 


医5肉じゃ词医6簡単パン 


医9スポンジケーキ30肉と野菜の2段 


31魚と野菜の2段32自家製食品 


• 解凍あたため、スチームあたため、飲み物、 

パリツとあたため . ぃ8〜30 j 


2解凍あたため 


|3又チームあにため 

4天ぷらあたため 

|6牛¥し| 

1 

|10パ U 、 ソとあたたゆ(纖 ） 11パ U 、 ソとあたたゆ(織） 


• 「わがや流 J でごはん、汁物、飲み物を 
あたためる . ^ 31〜33〕 


わがや流 



40ごはん4]冷凍ごはん 


142汁物143牛 ? L 44酒かん 


-容器登録のしかた . r 31 1 

-登録した容器を使ってあたためる • • r ~~ 

-容器の重さを登録しないで . f ~ ミミ ~ ] 

ちたにめる 

下ごしらえずる 

. 肉や魚の解凍 |7解凍 I . [ 34〜35 ] 

•野菜の加熱(ゆでる） . 〔36 ] 

8葉-果菜1信根菜 

調理ずる 


「レンジ 1 加熱 

•-定の出力 （ W ) で加熱ずる …… [ 40〜41 ] 
-加熱途中で出力 ( W ) を自動的に下げる 
(IJ レーカ□熱） . C 42 〕 


「グリル1 加熱 

• 魚など麵に焦げ目をつけながら加熱する • • ( ^ お 


オーブ訂 加熱 

-予熱「有」で加熱ずる . 〔 44〜45 ] 

-予熱「無」で加熱ずる . し 46 ~ ] 


r スチーム1過熱水蒸気I との組み合わせ 

-レンジ-グリル-才ーブン加熱にスチーム • 
過熱水蒸気を組み合わせる . し 47 1 


I 発酵 I 

-スチームレンジ発酵で加熱ずる••ぃ I 48 つ 
-スチームオーブン発酵で加熱ずる • • 〔49 ] 

手動調理をずるときの加熱時間 • • 〔 50〜51 1 


お手入れ 


予熱「無」 


手動調理 


才—卜調理 
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ネ刀めて使うときの確認と準備 


>設置の際は下図にしたがって放熱スペースをあけてくださし、。 

※後部上面に排気口があり、熱気が出まず。 


0 cm な. 


►本体の両側面と背面は、壁や家具 
などぴったりつけてても大丈夫でず 
が次のことを確認してください。 

•壁や収納棚が熱に弱いものではありま 
せんか。 

• 壁の材質によっては本体の接触跡が 
つく場合がありまずので、少し隙間を 
あけてくだごい。背面の壁がガラスの 
場合、 2 0cm 从上間があいていまずか< 

※近いと温度差で割れるおそれがあり 
まず。 

►熱に弱いものや力ーテンのそばに据え付けなしのください 
►底面の吸気口をふさぐ設置はしないでくださし、。 



排気口 

左ち•背面は壁に 
ピツタリ設置 
でさまず。 


0 /C m が上 


※後部上励こ排気口があり、熱気が出まず。十分な放熱スぺースカ《 
ないと、壁面が変色したり、本体が故障ずる原因になりまず。 


•事故防止のため、アースを確実に取り付けてください。 Pi 9、1 3 


ドアを開けると電源が入りまず。(表示部に「8」を表示） 


參使用していないときの消費電力を節約ずるため 
電源プラグをコンセントに差し込んだだけでは 
電源は入りません。 

•一度ドアを開けると電源が入り、液晶表示の照明 
が点!なし表示部に 「G J を表示しまず。 

※液晶表示部の照明を消なずるには 1け|ル1| を}甲しまず。 


参電源を「入」の状態でドアを閉めたまま放置 
ずると、3分後に液晶表示の照明が消なしま 
ず。約10分後には、自動的に電源が切れま 
ず。 

(待機時消費電カオフ機能） 




m n- 


ク ーa— 巧がぶ民巧间 

馨 



約3分後液晶表示の 

照明が消'打 cmr 








源の入れかた 


据え付けの確認 


初めて使うときの確認と準備 


ドアを開けると 
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伽熱室壁面には鏡を防ぐため油が塗ってありまず。初めてお使いになるとさには、「空焼さ(脱臭)」 
を次の手順で行い、油を焼さ切ってください。 - . 


® 加熱室を空の状態にして、 
ドアを閉める 

〇 




テーブルプレート、黒皿、グリル皿 
を入れない。 

栖包材もずべて取る。 


給水タンク[空] 


0 


を押し 134脱臭 1 を選択ずる 

ボタンを押ずごとに33^^34の。 
順に選択できまず 
X 空焼き(脱臭)はヒータ（グリル•才ーブン加熱） 
で行いまず。加熱時間は20分でず。 



□レンジ 
■才 ーブン t 


たュー番号) 


■グリル I 才-円 
D 過熱水蒸 i I ぉフ k 1 
□巧-ム關 


が 


メニュー選択温度時間 



を押してスタートずる 
終了音が鳴ったら終了でず 




加熱ち法:始め民 U ル]、途中からをーブ3加熱に切り替わりまず。 


□レンジ 

□才ーブン Sfi 
■グリル 巧-卜1 
D 過熱水綿 I お 7 k I 
□巧-ム陸 


加熱時間1 


A 注意 

(やけど，けが•火災の原因になりまず） 

•空焼き(脱臭)の加熱中や終了後しばらくは、本体（ドア、キャビネット、加熱室 
接触禁止とテの周ぶ)1 し 触れない。 

•空焼き(脱臭)を巧うときは、加熱室に何も入れない。 

•空焼き(脱臭)を巧うときは、油の焼ける臭いや、煙が出る場合があるので、窓を 
開けるか、換気扇を使って換気を巧う。 

•煙や臭いなどに敏感な小鳥などの小動物は、別の部屋に移ず。 

0点調節のしかた (加熱室が冷めてから） 

L _ J 


>才ート調理ま、加熱方法や時間、温度の設定が不要で、 x ニューを選んでスタートずるだけで自動で 
調理しまず。仕上がりをよくずるため、食品を入れた容器の重さを計る重量センサーを内蔵してい 
まず。初めてお使いになるときには、この重量センサーの「0点調航を次の手順で行ってください。 


〇 加熱室底面に テーブル プ レート 




をセットして、ドアを閉める 

テーブ J レ プレー トのセットのしかたは 
林 P .14) 


a 


了ーブルプレート 


給水タンク[空] 


計量中の表示 


表示部に 「 oj を表示させたが態で、ドア r 
を閉めて 巨司 を3砂が上}甲ず ^ 

ピッとブザーが鳴り、庫内灯と「計量中巧」の 
表示が点灯し、数秒後に、0点調節が完了しまず。 

庫内灯と「計量中巧」の表示が消灯したら終了でず。 


計量中巧 


據 


「0点調節」中 
庫内灯曰」点灯 


「0点調節」終了 
庫内灯消灯 


0 


清掃 



空焼さ(脱臭)のしかた 


尼 4脱臭 4 



初めて使ぅときの確認と準備 


よい仕上がりを保つために、1ヶ月に1回程度「0点調節」をしてください。 
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上ヒーター 


る部のなまえ•操作八ネル•付属品 


ドア八ンドル 


排気口 


3 3 清掃のと き水を 


人れまず。 



操作パネル 

給水タンク 

にチーム I 、|過熱水蒸気1 


電源、プぅグ 

レ、、,グカバー （電源コ-ドの長さは約 1 . 4 m です。） 


庫内な- 


オート調理で選択できる 
メニューを番号とともに 
ドアの前面部分に表示し 
ています。 


ボタンを巧し、わがや流 



へ J い- 


予熱 計量帕 ifoootkcai 

有無上中下段裏返し予熱中 約し•し • UW 減田固留团顯 
12 段 mm 高低現在約0 〇困〇 〇分 。 eg 

一, ■山 I . \ •一 I — ■ t 心^^..占^^ 占^^ 一 I H ら • • ち击 


I こ巧 I ノ パ山11 巧 lA 切エ中。ノ J し & ii 

発酸終了加リ-し1 U 分 U U 秒 kcal 1 


30肉と I 樣の2段 
31魚と議2段 
32自家製食品 
33清掃34脱臭 


26簡単パン 
27フランスパン 
28クリスピ-ピザ 
29スポンジケーキ 


22トストチキン 
23焼さ魚 
24才-ブン天ぷら 
25肉じやが 


18ステーキ 
19グラタン 
20焼さ春卷さ 
21焼さとり 


14ちゃんちゃん焼き 
15たい (7) 塩塞焼き 
16蒸し焼さいも 
17焼さテば 


10パ リツとあたため(冷蔵) 
11パ リツとあたため(冷凍) 
12茶わん蒸し 
13豚肉の蒸し物 


2解凍あたため 
3スチームあたため 
4天ぷらあたため 
5冷凍(左)と冷蔵(も) 


容器 


容器を計量登録ずる 


才ート調理表示 


ナビダイヤル操作機能 


操作八ネルのはたらさ 


加熱中に点灯し、ドアを 
開けると消灯しまず。 

(オーブ y 予熱中は、節電のため消灯、 
しています。予熱中に加熱室(庫内） 

の様子を見たいときは「あたためス 
,タート」ボタンを巧すと約5秒間庫 
1内灯が点灯します。 

皿受棚- 

テーブルプレートや黒皿を 
セツトしまず。 

スチーム噴出口 


ドアファインダ— 



加熱室天井部に内蔵 
されていまず。 

加熱室(庫内） 

執圃ヒ_ 勺 _ 

加熱室後部に内蔵 
されていまず。 

テーブ J レプレート 

(セラミック製） 

調理 X ニューにより 
加熱室底面、皿受棚に 
セツトして使いまず< 


スづ -ムボイラー 

水を沸とうさせるボイ 


-でず。本体内部に組み込まれていまず。 


わがや流メニュ —■ 手動調理を 


刻乎出す 


ボタンを押し、わがや流 


メニュー 40ごはん 


44酒かん に呼出します。 


決定ずる 


手動調理の加熱 
方ま、温度、時間 
を押してミ夫定し 
まず。 


メニユーや 

時間を選ぶ 


オート調理の/二 
ュー番号や手動調 
理の時間の設定を 
回して選びまず。 




標準/ヘルシー 


35八ン バーグ 

38鶏のから揚げ 

40ごはん 

43牛乳 

36鶏のハ-ブ焼き 

39焼さ豚 

41冷凍ごはん 

44酒かん 

37鶏の照り焼き 


42汁物 



帝がや細 


^ 3 ram losition 



付属品 


■テーブルプレート 

(セラミック製） 


■黒皿 (2 枚） 

(ホー□-製） 



■グリル皿 

(アルミ製） （脚を閉じる） 

表面はフッ素処理が施され、裏面は電波を 
吸収して発熱ずる発熱体が貼り付けられて 
いまず。 


■給水タンク 

■クッキングガイド(本書） 
■カンタンご使用ガイド 
■保証書 



清掃 

寧 


TO 


容器計選 
句 登録） 


仕上がり 
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im 


ボタンを押ずと 


35 ハンパ、-夕〜 I 39 焼き豚] 


が「ヘルシ-」調理：: 
なりまず。 



とりけしをする I 加熱を 

スタート ずる 


ボタンを押し才 
ート調理や手動 
調理の加熱をス 
タートしまず。 


■に……酔パ 111 ^一 


ボタンを押して 


較清掃 


目4脱 舅 を 呼び 
出しまず。 


ボタンを押すと選んだり、 
決定した加熱内容や加熱 
運転をとりけしまず。調理 
終了後など「0」表示のと 
きに押すと'液晶表示部の 

照明が消なします。 

\_ > 


仕上がりを 

選ぶ 


オート調理の仕 
上がりの設定を 
選びます。 


点滅して次の操作の順序を知らせまず。- 
•操作ボタンを押すと、続いて操作する 
ダイヤルやボタンのランプが点滅、 
点灯しまず。 

(点灯は必要に応じて選び 
点滅は操作を行います。） 



黒皿用の「取っ手」(別売品） 

黒皿用「耳又っ手」を別売品として扱っています。 
お買い上げの販売店にご相談ください 
(黒皿仪外には使用できません） 


/づ厚めの乾いたふきんやお手持ちの 
オーブン用手袋を使い、両手で黒皿を 
" 取り出します 


201 

0年6月現在 

音 p ロロる 

部品番号 

希望小売 
価 格 

取っ手 

MRO-V1 

84日円 

00已 

(税抜 800 円） 


各部のなまえ•操作パネル•付属品 





各部のなまえ•操作パネル•付属品 


菜 

郭凍果菜 

牛解葉根 

6 7 8 9 

















































































































































































































この製品は一般家庭用でず。業務用にはお使いにならないでくださし、。 


ま全上のごミ主意 


人身への危害、財産への損害を未然に防ぐため、お守りいただくことを、次のように区分して説明していまず。 
本文中の注意事項についてもよくお読みのうえ、正しくご使用ください。 


■誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度 
を区分して、説明していまず。 


■お守りいただく内容を図記号で区分して説明し 
ていまず。 


A 危険 
么警告 


「死 t または重傷を負うおそれが 
特に高い」内容でず。 

「死 t または重傷を負うおそれが 
ある」内容でず。 


A ミ主意 


「傷害を負うおそれや、物的損害の 
発生のおそれがある」内容でず。 


A 

0 ® 


「警告やミ主意を促ず」内容でず。 


してはいけなし、「禁止」内容でず。 


〇〇 


実行しなければならない「指示」 
内容でず。 


製品内部には高足部がありまず 


A 危険 


分解禁止 


改造はしなし、 

修理技術者（サービスマン）仪外の人は 
修理•分解をしない 

火災 • 感電 • けがの原因になります 

故障した場合は、お買い上げの販売店にご 
相談ください。 


0 


吸気□-排気□-給水タンク収雌陪ど、 
製品の巧やずき間に指や物を差し込ま 
ない(特に子供のいたずらなどに注意ずる） 

火災•感電•けがの原因になりまず 

異物が本体に入った場 
合は、電源プラグを抜 
いて、お買い上げの販 
売店にご相談ください。 


す 

ぶ 


V 

電源プラグ•電源コード•コンセントは 

ノ 

A 警告 

\ 


めれ手禁止 


めれた手で電源プラグの抜き差しをしない 

感電のおそれがありまず 


0 


傷付いたもの、ゆるんだコン 
セントを使用しない 

感電•発火•火災の原因になりまず 



〇 


電源は、交流1 00 V • 定格1 5 AJ ^ 乂上の 
コンセントを単独で使用ずる 

ほかの器具との併用は、 コンセン 
卜部が異常発熱して、発火の原因 
になりまず。 


(タコ足配線は禁止） 



0 


〇 

量 

電源プラグ 
を抜く 


電源プラグ、電源コードを傷つけない 

感電•発火•火災の原因になりまず 
傷つけのおそれのある取り扱い例 
♦加工ずる ♦束ねる 

♦無理に曲げる♦重いものを載せる 
♦引っ張る ♦挟み込む 

♦ねじる 

電源プラグのほこりは確実にふき取る(特 
に刃や刃の取り付け面） 

ほこりに湿気がたまり、絶縁が弱まり、火災 
の原因になります 

長期間使用しないときは、電源プラグ 
をコンセントから抜く 

絶縁が弱まり、漏電•感電•火災の原因になり 
ます 


A ミち意 

/ TN 電源コードは排気□などの高温部に近 
v \/ づけない m%n 

電源]-ドを傷める 
原因になります 

/ TN 電源プラグを抜くときは、電源コード 

1 nJ を引っ張って抜かない 

断線して、発火の原因になりまず 
電源プラグを持って抜いてください。 


流しやコン□など、水のかかるところや火気•熱気の近くで使用しない 

感電や漏電、発火の原因になりまず 


水平で丈夫な場所に据え付ける 

不安定な場所は、振動•騒音•本体落下の原因になります 


本体と壁などの間は、下表の距離仪上にあける 

距離をあけないと、壁や置いたものが過熱して、変色•変形•発 
火ずる原因になります 

この電子レンジは、「消防法設置基準」に基づく試験基 
準に適合していまず。 


場所 

上方 

下方 

左方 

ち方 

前方 

後方 

隔離距離 ( cm ) 

10 

0 

0 

0 

開放 

0 


側方 


10 cmJi 4± 後方 


OcmJiU 



「消防法設置基準」組込型 

周囲の保護のために 

周囲が熱に弱い壁材や家具でない場所に据え付けてください。 

後方がガラスの場合、温度差で割れるおそれがあるので、 20 cm 从上あけてください。 

表や図の距離をあけても、排気でミちれたり結露ずることがありまず。距離をさらにあけるか、 
壁面側にアルミホイルを貼るとミちれや結露を軽減でさまず。 


アース 線は 


A 警告 ] 

アースを確実に取り付ける 

感 S が SS の原 HI こなります 

ァ-漏せょコンセントにア-ス端子がある 

場合アースを泉先端の被覆を取り、 _つ 

な線をアース端子に確実に取り 1 

付ける 先の®覆 11 

ガス管、水道管、電話や避雷針のアースには取り付 

V 

♦アース端子がない場合は、アース設置工事ずる 

接地工事には「電気工事±」の有資格者による接地工事 
が法律で義務付けられています。お買い上げの販売店 
にご相談くださしパ本体価格には、工事費は含まれていません） 

♦湿気の多い場所や水気のある場所に設置する場合は、 
感電事故を防止するため r 電気工事±」の有資格者によ 
る D 種接地工事が法律で義務付けられていまず 

〔♦ P .13) 

けないでくださし、(法令で禁止されています)。 

J 


据え付けは 

广 


/ K 言口 


/ TN 次のような場所では使用しない 1 

1 才-ブンゃグリル 

iXJ ♦幼児の手の届く場所 

i 加熱時などの局温 

事故•やけど•けがの原因になりまず 

イぶ で、引火の願に 

♦力ーテンやスプレー吿など燃えやずい物の近く 

1 ™ なります 

♦たたみ、じゆうたん、テーブルク□スなど、熱に弱い物の上 


本体の上にものを置かない 


V V オーブンやグリル加熱時などは、高温となり過熱して焦げたり、変形することがあります 

製品や付属品の個包材はずべて取り除き、ポリ袋は幼児の手の届かない場所に保管、または廃棄ずる 

捆包材の発火、ポリ袋をかぶることによる窒息事故の原因になりまず 



A 注意 


0 〇〇 
























































調迎こぁたっては ま全上のご注意(つづき) 


A 言口 

調理を中止するときは「とりけし」ボタンを}甲す 

Wm 先に®原乃グを抜くと、火災•感電の願になりまず 

A 注意 

/ v \ ドアを開けるときは、のぞき込まない 

V V 熱気や水蒸気などで、やけどの原因になります 

/ C \ 高温のドアガラス（ファインダー)やテー 
iXJ ブルプレートなどに水をかけない 

割れるおそれがあります 

加熱室内で食品が燃え出したときはドア 
(\) を開けない 

勢いよく燃えるおそれがあります 

1. すぐに「とりけし」ボタンを押し、運転を 
止 ゆ、電源プラグを抜く 

2. 本体から燃えやすいものを遠ざけ、鎮火 
ずるまで待つ。火がなかなか衰えないとき 
は水か消火器で消す 

鎮火後、テのまま使用せず、お買い求めの販 

売店に点検をご相談ください。 

XrnN 高温になつているので、キャビネット 
(^1 ドア•加熱室•テーブルプレート-黒皿- 
グリル皿などに直接触れない 

接触禁止 やけど•けがの原因になりまず 

食品や容器、付属品などの出し入れは、 
mm 厚めの乾いたふきんや、市販の才-ブン 
脂袋を使用する 

直接細れると、やけど•けがの原因になりまず 

V 

A ドアを開閉するときは、指のはさみ込 
/!\みに注意する 

-^やけど•けがの原因しなります 

J 


A 警 


化 

口 


0 

な 


子供だけで使わせたり、幼児に触れさせたりしない 

やけど•感電 • けがの原因になりまず 


0 


調理の目的仪外には使用しない 

やけど•けが-火災の原因になります 


食品分量•容器•使用付属品など、本書記載の内容に従って調理する 

発火•火災の原因になります 


A 注意 


0 

0 

0 


ドアに物をはさんだまま調理しない 

電波もれや熱もれによる傷害•やけどの-発火- 
火災の原因になります 

本体が転倒•落下した場合は、そのまま 
使用しなし、 

電波もれや熱もれ•感電•やけどの原因になります 
お買い上げの販売店へ点検をご依頼ください 
転倒 • 落下を防ぐ「転倒防止金具」（別売品）をご 
利巧ください馆 P 品番号 MRO - N 80-016) 

加熱室壁面や テーブルプレート などに 
食品くずがついたまま調理しない 

発火•火災の原因になりまず 


0 

0 

0 


テーブルプレートは、容器を強く当てた 
り落としたりしない 

ひびや割れるおそれがあり、テのままの使用 
は故障の原因になります 
ひびや割れた場合はテのまま使用せず、お買 
い上げの販売店へ点検をご相談ください。 

吸気口 •排気口をふさがない 

発火•火災の原因になりまず 

本体に水をかけない 

誤って水をこぼした場合は、お買い上げの 
販売店へ点検をご相談ください。 


0 

〇 


ドアに無理な力を加えたり、本体に乗ったりしない 

ドアがガタつき、電波もれや熱もれによる傷害•やけどの原因になります 


空焼き (を 4脱臭 I ) は次の状態で巧う 

♦加熱室内に何も入れない ♦窓を開けるか換気扇を使って換気ずる 

油の焼けるにおいや煙が出る場合がありまず 

♦煙や臭いなどに敏感な小鳥などのル動物は、別の部屋に移ず 


S 

さ 

を 

拓 

I- 

遅 


4 

3 

/v 

さ 

焼 

空 

と 

ヨ面 

滸 

3 

目 

か 

封 

辖 

理 

iiilB 

や 

中 

mil 

理 

IRTB 



安全上のごを意 


〇 


才ート調理(あたため)や手動調理(レンジ加熱)は 


Q 

0 


A 警告 


食品!^外は加熱しなし^ 

やけど•けが•火災の原因になります 
市販のレンジ加熱用の湯たんぽ、哺乳びん 
(消毒ノぐ、ソク）などは加熱しないで. 

くださし、。 



次のような状態のまま加熱しない 

やけど’けが•火災の原因になります 
♦鮮度保持剤(脱酸素剤など)を入れた状態 
♦包装や食品にラベルやテープを貼った状態 
♦びんや容器にふたや栓などをした状態 
♦あ詰の吿のままの状態 
♦市販のレトルト食品の袋のままの状態 
鮮度保持剤は出す、ラベル•テープははがす、 
ふたや栓は外し、吿詰などは別の容器に移し 
換えて加熱してください。 


0 


生卵やゆで卵(殻付さ•殻なしとも)、目玉焼 
きは加熱しなし、 

♦卵を加熱ずる場合は、ときほぐしてから 
加熱ずる。卵が破裂して、テーブルプレート 
やドアつアインダーが破損するおそれがあります 


生卵 


け)で卵黄身や目玉焼さ 


0 


りあたため I で飲み物や汁物などを加熱しない 

加熱し過ぎとなり、沸とうや突然の沸とうの原 
因になります 

♦牛乳•コーヒー•お茶.水などは 居牛乳 か、 
143 牛 如 で 加熱ずる 

♦みそ汁-スープなどは 昭汁物 1 で加熱ずる 
♦お酒は 呂 4 酒かん I で加熱する 


〇 


食品を加熱し過ざないよう、次のようにずる 

発火や沸とう•突然の沸とうの原因になります 

♦才ート調理ま、食品分量•容器など本書記載の内容に従って加熱ずる 
-少量 （1 OOg 未満)の食品は手動調理で様子を見ながら加熱ずる 
* 容器の重さは、食品分量と同じくらいのものを使用して加熱ずる 
♦手動調理は、時間設定を控えめにし、食品の仕上がりを見ながら加熱ずる 



〇 


次の食品は、加熱前と加熱後にかき混ぜる。加熱室から取り出すときは、静かに取り出す 

加熱中や加熱後に突然沸騰して飛び散り、やけど-けが-テーブルプレート破損の原因になりまず 

♦飲み物(水、牛乳、お酒、コーヒー、豆乳など） 

♦とろみのある物（カレーやシチューなど） 

♦油脂分の多い物性ク IJ - ム、バターなど） 




〇 


殻や膜のある食品は、割れ目や切り目を入れてから加熱する 

破裂して、やけど•けがの原因になりまず 


A 注意 



0 

0 


加熱室に食品を入れないが態で加熱し 
ない 

故障*発火の原因になります 

金属製の次の物は使用しない 

火花(スパーク）で故障•発火-ガラス破損の 
原因になりまず 

♦付属品の黒皿-グ IJ ル皿 

(オート調理の一部は除く） 


>金ぐしや金属の調理用具 
►アルミホイル 
げルミなどで表面力にされたプラスチック容器 



〇 

〇 


乳幼児用ミルクやべビーフードはオート 
調理で加熱しなし、 

手動調理で様子を見ながら加熱ずる 

やけどの原因になります 

市販のベビーフードは、別の容器に移 
し換えて加熱する 

(手動調理で様子を見ながら加熱し、仕上がり 
温度を確認してください） 


A 


ラップなどのおおいは、ゆつ < リはがす 

蒸気が一気に出てやけどの原因になります 



安全上のごを意 


一- 

一— 






































































♦電源コードや電源プラグが異常に熱い 

♦焦げくさい臭いがずる 

♦異常な音がずる 

♦火花(スパーク）が出る 

♦本体に触れるとビリビ IJ と電気を感じる 

• ドアに著しいガタつきや変形がある 

♦加熱が自動的に終了しないとさがある 


12 


〇 


直ちに「とりけし」ボタンを}甲し使用を 
中止する 

火災•感電 • けがの原因になりまず 

ずぐに電源プラグをコンセントから抜き、 
お買い上げの販売店に点検•修理をご相 
談ください 


A ミち意 

オート調理、手動調理のグリル加熱仪 
1\) 外には使用しない 

破損•溶解-変形の原因になります 

/TV 2.51<9]^4上の物を載せない。 

1\) 胁旨、•変形の願になりまず 

調理直後、素手でグリル皿に触らない 

(X ) やけどの原因になります 

オート調理のレンジ加熱でも熱くなりまず。 

/TN 加熱室壁面に接触させない 

l \ J 火花（スパーク）で故障の原因になりまず 

取り出すときはテ-ブルプレ-卜と 
mw -緒にゆっくり取り出す 

ずベリ落ちて、破損の原因になります 

■ J 

脚は「カチッ」と音がするまで確実に 
mm 開いてから使用する 

で十分な開きかたでは食品転倒の原因にな 
ります 

V 


給水タンクは 


A 注意 

水1^^外は入れなし、 

^ アルコール類を入れると発火の原因になり 

iTN 破損したまま使わない 

水がもれて故障の原因になりまず 

/CN 食器洗い乾燥機や食器乾燥器などで洗 
1\1 つたり、乾燥したりしない 

、ゾ 破損•変形の原因になります 

コン□のそばや本体の上など高温にな 
1X1 る場所に置かない 

オーブンやグリル加熱などは、本体が高温と 
なるため、破損•変形の原因になりまず 

使用するたびに新しい水を入れ換える 

■■ 前の水は衛生上の問題の発生の原因になり 
ます 

/〇. 熱湯につけたり、熱湯消毒などはしなし、 

1 胁旨、 • 変形の願になります 

■ J 

こまめに洗い、清潔を保つ 

■■ 洗わないと衛生上の問題の発生の原因になり 

まず 

V 


V ノ 

お手入れをするときは 

r 

A ! 

な 化 1 

言 口 

電源プラグを抜いてから行う 

(133清掃し134脱臭1 の運転終了後でも 

電源プラグを抜いてから行う） 

ミ/^ 差し込んだままでは、感電の原因になります 

V を抜く 

本体各部や付属品などが冷めてから巧う 

1 X 1 熱いと、やけどの原因になります 

J 

異常•故障時は 


A 警告 ] 


♦本体は、ラジオ、テレビ、無線機器(無線 LAN ) やアンテナ線などから 3 m 仪上離ず 
雑音や映像の乱れ、通信 エラーの 原因になります 
♦落雷のおそれがあるときは、電源プラグをコンセントから抜く 

故障の原因になりまず 


アースエ事が必要なときは 


•次の場合は、感電事故を防止ずるため電気工事±の資格のある者による、施工 「 D 種設置工事」が法律 
で義務づけられていまず。 

お買い上げの販売店、電気工事店にご相談ください。（本体価格には工事費は含まれていません） 

■湿気の多い場所 

水蒸気が充満ずる場所、±間•コンクリート床、酒•しようゆなどを釀造または貯蔵ずる場所 
■水気のある場所 (漏電遮断機の取り付けも義務づけられています） 

水を取り扱う±間、洗い場など水気のある場所 
地下室など常に水滴が漏出したり、結露ずる場所 


加熱のしくみ 


8種類の加熱方法がありまず。 



電波情周波)で食品を加熱しまず。 電波情周波)には 3 つの性質がありまず。 





水分を含んだ食品には 
「吸収」ごれまず。 


ガラス、陶磁器などの 
容器は「透過」しまず。 


金属にあたると「反射」 
しまず。 


食品に吸収された電波は、水の分子のまさつ運動を活猫こし、熱を発生させまず。このまさつ熱で食品をスピ-デイ-に加熱しまず。 


スピーデイーで 
経済的でず。 



水を使わないので 
栄養素が保たれまず。 




色や形、風味が 
保たれまず。 


加熱できまず。 




食品を上ヒーターで加熱し、食品に焦げ目をつけ、 
中はやわらかく仕上がりまず。 


熱風 ヒーターと 上 ヒーターで 加熱室の温度を均一に 
保ち、食品全体を包みこむようにして焼きまず。 




過熱水蒸気 

過熱水蒸気 

C グリル^ 



加熱室にスチーム （1 〇〇で前後の水蒸気)を充満させ 
ながらレンジ、またはグリル、オーブンと組み合わせて 
食品を加熱しまず。食品に水分を加えてしっとりやわ 
らかく仕上がります。 

加熱室に最高約400での過熱水蒸気(ナノスチーム) 
を充満させながらグ U ルまたはオーブンと組み合わ 
せて食品を加熱しまず。 

肉などから余分な脂や魚などの i 急分を凝縮水ととも 
に落としてヘルシーに仕上がりまず。 


グリル皿は 安全上のご注意(つづを) 


お願い 


異常•故障の例 



安全上のごを意/加熱のし<み 


—靈 まごを意 
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付属品の使いかた 


テーブ J レプレートのセツトのしかた 


セツトのしかた 


取り出しかた 


重量センサー 




図のように縁のない辺を両手で持ち 
加熱室内に入れ、3個の重量センサー 
の上にゆっくりと置きます。 


テーブルプレートの手前を両手の指先 
で奥に巧し、軽く持ち上げてからテー 
ブルプレートの下に指先を入れ、両手 
で静かに引き出しまず。 


A 注意 


熱くなった加熱室内か 
らのテーブルプレート 
の出し入れは、やけど 
のおそれがあるので、 
厚ゆの乾いたふきんや 
お手持ちのオーブン用 
手袋を使う。 


グリル皿の脚のセツトのしかた 


セツトのしかた 


取り出しかた 


グリル皿:「低」 

脚を閉じる 

湯 1111111\\\ 




グリル皿:「高」 

脚を開く 


ゆつ<リテーブルプレート 
ごと取り出しまず。 


ゆつ<リテーブルプレート 
ごと取り出しまず。 



脚 


「カチッ」と音がずるまで脚の 
中央を持ってゆっくり開きまず。 
脚の開いたグ IJ ル皿をテーブル 
プレートの中央にのせて使いまず。 


A 注意 


熱くなった加熱室内からの取り出しは厚めの乾いたふきんや、お手持ちの 
オーブン用手袋を使って取り出ず。（食品が滑り、やけどのおそれがありまず） 



脚の閉じかた 

グ IJ ル皿を下向きにして水平な台の上に 
置き、裏面の矢印側の脚の取付部付近を 
①手前に引いて②内側に倒して折りた 
たみまず。③脚がグ IJ ル皿に軽く接触 
ずるまで閉じまず。（凸部に当たり固定 
されまず。） 

無理に閉じると脚の取付部が 
破損ずることがあります。また手を 
はさみ込まないようにミ主意してください。 
※脚の取付部付近に食品カス等が 
詰まつた場合は楊枝等で取り除きまず。 


凸部 


I 付量の使いかた 
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グリル皿のお手入れ 


グリル皿の表面はフッ素処理が施され、裏面は電波を吸収して発熱する 
発熱体 (フェライ トゴム)が貼付けられていまず。 

•お手入れの腳ま、表面、裏面とも台所用中性洗剤をつけたスポンジたわしなどやわらかいもので 
ミちれを落とし、その後かたく絞っためれぶきんで洗剤をよくふき取ってくださし、。 

硬い部分 

(研磨剤入りす織布) 


(お願い） 

お手入れの腳ま、表面、裏面ともスポンジたわしの硬い部分や研磨剤入りの 
ナイ□ンたわしなどでこずらないで<ださい。 

※表面のフツ素がはがれたり、発熱体の傷付きなどの原因となりまず。 



スポンジ部分 


■グリル皿の表面に食品がこびりついたり、焦げ付いたりした場合 
グリル皿にお湯(約40〜50で)を入れ、10分程度つけおきをして、食品のこびりつきを 
ふやかしてから、台所用中性洗剤をつけたやわらかいスポンジたわしなどでミちれを落として 
くださし、。 

(お願い） 

グリル皿を初めて使用される場合は調理終了後に発熱体(フェライトゴム)のにおいがずる場合 
がありまずが、調理には影響はありません。またご使用にともない徐々に、においはなくなりまず。 


オート調理で使う付属品 


• X ニューによって、使う付属品力硬なりまず。操イ乍手順や料理集のイラストに従い、正しくセットしてください。 


付属品イラストの見かた 


使う付属品の例 

テーブルプレートと黒皿を使う場合 



付属品のセツト位置 

テーブルプレートを加熱室底面に、 
黒皿を皿受棚の 中段に セツトずる。 

給水タンクの状態 

水を入れないで本体にセツトずる。 
( 「満水」は、水を満水まで入れて 
本体にセツトずる） 


•オート調理では、レンジ出力やオーブン、グリルの温度•時間を自動でコント□ールずるため 
手動調理 〔4 P .18) の場合と異なり 17] に記載されている付属品力《使えまず。 


ニーブルプレートを使う 


黒皿を使う 


グリル皿を使う 




グリル皿を使う 

廉 11111111 載 


テ-ブルプレ-卜を使わない 黒皿を使わないグリル皿を使わないグリ/ ル皿を使わ夕 し、 




儀具觀 


r ソ 




給水タンクを満水 
にずる 


満フで 

給水タンクを空 
にずる 



付属品の使いかた 
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付属品の使いかた(つづき) 


オート調理で使う付属品 




i 罰ほ3 


1友たため 


2解凍あたため 


睡曲ぶ曲 


ァーフル7レート 


付属品の使用について 
黒皿 I グリル皿 


[> P .24、26] 


〔 *P.28I 


〔 *P.25 〕 


[-♦ P .29] 




給水タンク 


3スチ-ムあたため 


〔 *P.28I 


味 P.30 I 


麟 


満フで 


4 天ぶらあたため 


Op .281 


林 P.30 I 




麟 


グリル皿：情」 

幽 am 吟 


卿を開く） 


満フで 


5冷凍(左)とを獻も) 


[-♦P.27) 


〔 *P.27 〕 


6牛 




[-♦P.28] 


味 P.30 〕 




7解 


凍 


林 P.34) 


〇 P.35 I 






8葉•果菜 


C-^P.36I 


味 P.36 〕 


9根 菜 




〔 *P.361 


〔•* P.36] 


10パ'滞ため 


[-♦P.281 


〇 P.30 I 


11パ纖ため 


/ r ^\ 


[-♦P.28] 


味 P.30 〕 


グリル皿：情」 



(脚を開く） 


満 が 


12茶わん蒸し 


[-♦P.37I 


〔* P.87 I 




満フで 


13豚肉の蒸し物 


〔* P .371 


林 P.84I 


14ちゃんちゃん焼き 


[-♦P.37) 


〔* P .81 i 


15たいの塩蓋焼き 


P.371 


• P .81 1 


16蒸し焼きいも 


P.371 


•P.861 


グリル皿：唁」 

通/111111 盛 

U M 

佩]を閉じる） 


満フで 


17焼きそば 


P.371 


• P .82 〜831 


18ステーキ 


片 P.391 


•P.641 


19グラタン 


P.371 


• P .66-681 




20焼き春巻き 


[-♦P.371 


〔 •♦P.701 


21焼きとり 


[-♦P.37I 


〔 *P.72I 


グリル皿：情」 

選11111 痕 


卿を開く） 


満 ぶ^ 


満フで 



才—卜調理 


付属品の使いかた 


6 
J — 


25肉じやが 


26簡単パン 


27フランスパン 


28クリスピ-ピザ 


29スポンジケ-キ 


30肉と野菜の2段 


31魚と野菜の2段 


32自家製食品 


33清 


掃 


34脱 


臭 


〔- ► P.37 I 


林 P.37 I 


[-♦P.39] 


〔- ► P.39 


〔- ► P.37 


林 P.37 


〔- ► P.37 


片 P.37 


〔- ► P.53 


r -» P .5 ) 


味 P .90-91 1 


C -^ P .110-111) 


Op .1121 


〔* P.1 141 


〔•♦ P.116H17] 


P.1021 


〔* P.1031 


〔今 P .96 〜 lOOj 


厚為 k 


谷 






轉 


グリル皿:情」 

選#11111職 


(脚を開く） 


満 ぶ^ 


満 ぶ^ 


満フ で* 


35八ンバーグ 


如.37、38) 


〔 *P.651 


36 鶏の/パ焼き 


如.37、38) 


林 P.71 〕 


37鶏の照り焼き 


[-♦ P .37 s 38] 


〔* P .71〕 




38鶏のから揚げ 


Op .37、38] 


林 P.761 


39焼き豚 


〔* P .37、38) 


片 P.75 〕 


擅準 ヘルシー 


グ リル皿: 情」 


練/#11111栽 


(脚を開く） 


グ TJ ル皿: r 概 


mmm 


(脚を閉じるし 


満フ] ^ 


40ごはん 


〔今 P .31 〜 33) 


C -^ P .25] 


41冷凍ごはん 


〔今 P .31 〜 33) 


C -» P .29] 


42汁 


物 


〔今 P .31 〜 33) 


林 P.251 


為 


43牛 


乳 


Op .31 〜 33) 


味 P.30J 


44酒かん 


〔今 P .31 〜 33) 


林 P. 1341 
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参照ぺージ 


操作手順作りかた.]ツ 


22 □-ストチキン 


23焼き魚 


片 P.39 I 


〔 *P.39 〕 


片 P.73 〕 


〔♦ P .78 〜 79 J 






付属品の使用について 


グリル皿 


グリル皿唁」 



ン(脚を閉じる r 


給水タンク 


満 が 


24才-ブン天ぷら 


林 P.37 


〔 *P.77l 




グリル皿:「高」 

M 脚を開く W 


満フで 


才—卜調理 輩謹\へルシ—調理 わがや流 



付属品の使いかた 

















































































































































































































































































































































































































































水は入れず、 
空で本体に 
セツトします 


使えます 

グリル皿:「高」 

脚を開く 



グリル皿:「低」 

脚を開く 



脚の高さが低いため 
上手に焼けません。 


水は入れず、 
空で本体に 
セツトしまず 


水は入れず、 
空で本体に 
セツトします 


グ IJ ル 


スチーム 
グ IJ ル 


過熱水蒸気 
グ IJ ル 


加熱室の底面に 
セツトしまず 




使スまず 



スチーム 

オーブン 


使スまず 


加熱室の底面に 
セツトします 


過熱水蒸気 
オーブン 




使えません 



1/ ィ ％： 々 


脚の取り付け部で火花 
(スパーク）が発生して 
溶けるおそれがあり 
ます。 


使えません 



黒皿と皿受棚の間で 
火花(スパーク)が発生 
し、損傷しまず 


加熱室の底面に 
セツトしまず 



使えません 



プラスチック部が高温になり 
変形するおそれがあります。 
ただし本書に記載されている 
オート調理の追加加熱の場合 
は、使えます。 


レンジ 


スチーム 
レンジ 


^才ーブン加熱けーブン)、グリル加熱(グリル)にて黒皿を使用ずる際は、テーブルプレートを取り外してください。 
テーブルプレートを取り外さない場合、テーブルプレートによって熱が吸収されるため、上手に仕上がりません。 


除/雨' 


加熱方法 


了ーブルプレート 


付属品の使用について 
皿 「 グ U ル皿 


給水タンク 


手動調理で使う付属品 


K が 7. 



K が 7. 



k が 7. 



グ U ル加熱 才—ブン加熱 


し、一、/一力勤 W 



付属品の使いかた 
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給水タンクの使いかた (スチ-ム機能を使ぅときセットしまず。) 


取り外しかた 
本体から外ず 

給水タンクに手を 
かけ、そのまま水平 
に引き抜きまず。 

ふたの外しかた 




レッグカバー 


〇 パイプ部には触れないようにして、給水 
タンク全体を軽く持ちまず。 

0 ふたの、ソバ(ち)に指をかけ、ち側面全体 
を持ち上げまず。 

@ ッバ(左)に指をかけ、左側面全体を持ち上げ、 
ふたをはずしまず。 

パイプ部 



水の入れかた 


給水□ふたを左にまわして 


D 開けまず。 


百 



給水タンクを水平にして 
満水ラインまで水(水道 
水)を入れまず。 

給水口から 
見える満水 
ゲージがか 
くれる位置 
が満水位置 
でず。 


0 給水口ふたを A マークに合わ 
せて差し込み閉めてください。 

※傾けると水がこぼれることがありまず。水平 
の状態で扱ってください。 

本体にセットする 

給水タンクを水平に持って、本体に入れ、しっかり奥まで 
押し込みまず。 

※確実にセットしないと、水もれやスチーム不足の 
原因になりまず。 

Xレッグカバーが奥まで差し込まれていることを確認し、周囲の 
レッグカバーと同じ位置まで押し込みます。 知 P-5 2 〕 



A お 




(変形•破損の原因になりまず） 

0 •給水タンクには、水从外は入れない。 

(アル]-ル類を人れると数ずるおそれがありまず。） 

(健康懸念の原因になりまず） 

給水タンクの水は、使うたびに新しし、水 

© を入れる。 

(水は水蒸気となって直接食品に触れるので衛生的で 
新しい水を使用してくださし、。） 

(やけどの原因になりまず） 

スチーム、過熱水蒸気とオーブンやグリルを 

© 併用した場合は給水タンク内の残水が熱く 
_なっているのでミ主意ずる。_ 


お願い 


•給水タンクを5で仪下の環境では使用しない 
でくださし、。 

(スチーム、過熱水蒸気調理が上手にできなくなりまず。） 
♦使用ずる水は、短素消毒された水道水を使用し 
てください。なお硬度の高い水を使用した場合は、 
カルキ(白し、粉)が噴出したり長期間使用ずると 
スチーム噴出口が詰まることがありまず。 

噴出口が白く付着が目立つようであれば、国内産 
のミネラルウオーターをおずずめしまず。 

また、下記の水を使うときはカビや雑菌が発生 
しやずくなるため、毎回給水タンクを洗ってくだ 
さい。 [>Pi57l U 



•浄水器の水 


アルカリイオン水 
ミネラルウオーター 



•井戸水など 


♦スチーム調理終了後、お手入れとパイプの水抜き 
を行ってください。 h» P-53j 
テのまま放置ずると、カビや雑菌が繁殖しやずく 
なりまず。 h» P-521 

♦スチーム、過熱水蒸気を使う場合は給水タンクの 
満水ラインまで水を入れ、確実に本体にセット 
してくださし\。水が少なかったり、半挿入で行うと 
「給水」表示が出てスチームが止まり、仕上がりが 
悪くなりまず。 [■»Pi59l 

♦使用しない場合は、空にして本体に取り付けてお 
いてくださし、。 



付属品の使いかた 
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使える容器•使えない容器 


耐熱性のある 
プラスチック容器 

ポリプ□ピレン製など 



〇 


耐熱温度が140て从上 
のもので、「電子レンジ 
使用可」の表示のある 
ものを使いまず。 

ただし、砂糖、バター、油 
を使った料理は高温に 
なり、容器が変形してし 
まうので使えません。 


X 


ただし、「グ U ル、 オーブ 
ン使用可」の表示のあ 
るものは使えまず。 


その他の 

プラスチック容器 



X 


耐熱温度が140て未満 
のもの（ポ IJ エチレン、 
スチ□ール樹脂など)や 
耐熱温度が高くても電 
波で変質するもの（メラ 
ミン、つ エノー ル、 ユ U ア 
樹脂、アルミなどで表面 
加工した樹脂など)は使 
えません。 


ただ し、 「7 解凍 I のときに 
だけ、発泡スチ□ールの 
ト レーが 使えまず。 


X 


レ 

ン 

合、、 


プラスチック容器 


1 陶器•磁器 

耐熱性のある 
陶器•磁器 

ココツト皿 
グラタン皿など 

公 

曰常使つている 
陶器•磁器 
茶わん•皿など 

苗 

〇 

〇 

〇 

ただし、色絵付け、ひび 
模様、金、銀模様のある 
ものは、器を傷めたり、 
火花(スパーク）が出る 
ので使えません。 

また素焼きの陶器など 
吸水性の高いものや、 
長時間浸水させた陶器、 
磁器は、熱くなることが 
あるのでミ主意してくだ 
さし、。 

〇 

X 




〇 は使える。 
X は使えない。 



使える容器•使えない容器 




■レンジ加熱とオーブン、グリル加熱を間違えないでください。間違えると食品や容器が 
発煙•発火ずることがありまず。加熱ずる前こ、加熱の種類を確認してください。 
■プラスチック類は家庭用品質表示法に基づく耐熱温度表示をごらんください。 

■材質や耐熱温度がわからない容器は使わないでください。 


ガラス容器 

その他 

耐熱性のある 

耐熱性のない 

ラップ類 

金属容器•金ぐ し- 

竹•木 •藤•紙 • 

ガラス容器 

ガラス容器 


アルミホイルなど 

ニス塗り•漆塗り 


強化ガラス 



容器など 


クリスタルガラス 





カットグラスなど 


巧^ 

〇 


IIq 

咬 


瞻 

〇 

X 

〇 

X 

X 

ただし、加熱後、急 


耐熱温度が140て 

電波を反射ずるので使 

焦げたり、塗りがは 

をずると割れるこ 


从上のものは使え 

えません。 

げたり、ひび割れす 

とがありまず。 


まず。 

ただし、アルミホイルは 

ることがあるので 



ただし、油、バター、 

電波を反射ずる性質を 

使えません。 



砂糖を使った料理 

利巧し、加熱し過ぎる部 

とくし針金を使つ 



は高温になり、ラ、ソ 

分をおおうなど、部分的 

ているものは燃ス 



プが溶けてしまう 

に使えまず。 

やず < なりまず。 



ので使えません。 

このとき、 加熱室壁面、 

ただし、竹ぐし、楊枝、 



オーブン•グ IJ ル加 

ドアつアインダーに触れ 

紙は料理集に記載 



熱後は、加熱室が熱く 

ると火花（スパーク）が 

している使い方に 



ラップ類が溶ける 

出て、破損や故障のおテ 

限り使えまず。 



おそれがあるので 

れがあるのでを意して 




ミ主意してくださし、。 

くださし、。 


〇 

X 

X 

〇 

X 

ただし、加熱後、急 


ただし、発酵では使 

ただし、取っ手がプラス 

ただし、硫酸紙や 

をずると割れるこ 


えまず。 

チックのものは使えま 

耐熱性の加工を 

とがありまず。 



せん。 

施した紙製品は 





使えまず。 



使える容器•使えない容器 


リ 















上手な使いかた • 調埋のコツ 


食品の分量と容器の大きさ•重さ 


あたためる 


調理する 


食品の分量 


容器の大きさ•重さ 


100 Q 未満 


100 a 〜 90 Og 


晉晉 



手動調理で 




オート調理か 
手動調理で 





C 



食品が7〜8分目に 
なる容器が目安 



食品分量と同じくらいの 
重さが目安 




細！ 



手動調理 


二： L - 選択湿度時間 



才-卜調理や手動調理は、本割こ記載 
されている分量や容器に従ってください 



食品の分量や容器は本書の該当 
ぺージに従ってください。 



食品を置<位置 


■中央部に置く。 


心 曼 \ 



(レンジ加熱の場合）（才ーブン加熱の場合） 



2個1^(上の食品の同時あたため 


I オート調理で同じ食品 ■お総菜は少し間を離して、飲み物は中央に寄せて置きまず。 

を2個从上同時にあたた 
める場合は、食品の分量 
や容器の大きさ•重さを 
同じくらいにしまず。 




■ オート調理で保存温度や種類の異なる食品を2品同時にあたためる場合 


•常温と常温、常温と;令蔵、冷蔵と冷蔵の2品同時あたたゆは 圧あたため] 社 P .261 


•冷凍と冷蔵の2品同時あたたゆは I 5冷東 C 左)が令蔵(を ) J f ^ P .27 l 


•上記仪外の食品は手動調理で様子を見ながらあたためまず。〔 4 P . 4 〇〜 4 リ 



上手な使いかた•調理の n ツ 


の 


オート調理の仕上がり調節 


■仕上がり調節(あたためや焼き加減調節) 
は「中」に自動設定されまずが、お好みで 
調節できまず。 

調飾ま、仕上がりランプ点灯中 


仕上がり 


を 

巧してマークを希望の位置に設定しまず 


弱•中•強 

< - 若 マーク) 

弱や標や強 
一や準々）一 
弱^強 


ニューによっては「強•中•弱」の 
5段階と「強中弱」の3段階の 
調節となりまず。 


XI 6 牛乳 I と容器を登録した場合の 140 ごはん」〜凶 4酒かん j は前回の仕上がり設定を記憶していまず。 


調理中の仕上がりが態確認 


■調理中のドアの開閉はできるだけ 
ごけ、開閉ずるときは短時間にずる。 



X 温度を下げないたゆです。 

開閉ずる 
ときは短時間に 



乂 ドアを開けると調理は中断されます。 


オート調理後の追加加熱 


■追加加熱は、手動調理で様子を見ながら行う< 


-- 卜調理終了 


T 


こんなときは . 

♦もう少し熱くしたい 
♦もう少し焼きたい 



手動調理で様 
子を見ながら 
追加加熱ずる 



調理後の食品(容器)や付属品の取り出し 


A ミ主意 


〇 


(やけどの原因 
になりまず） 


調理中や調理終了後は食 
品や容器、付属品、加熱室、 
ドアなどる部が熱<なる 
場合があるので、出し入 
れの際は、ミち意する。 


■ 調理が終了したら、食品を早めに出ず。 

X 余熱で仕上がりが変わることがあるためでず。 


取り出し忘れ防止のたゆに調理終了後、 
ド アが開けられるまでに、1分ごとに「ピ 
ピピツ」と3回鳴ってお知らせします。 


※オーブン、グリル調理でテーブルプレートや 
黒皿を取り出ずときは、中央部分を厚めの乾 
いたふきんやお手持ちのオーブン用手袋を使 
い両手で取り出しまず。 

け'リル皿はテーブルプレートごと取り出しまず。） 


終了音( X □デイー)の切り替え 


調理終了音が鳴ったら 
取り出してください C 



終了音（ X □ディー） 
は「ブザ-音」や「無音」 
に切り替えられまず。 


ドアを開閉して表示部に 
「0」を表示させる 




ヘルシ- 


を巧し 


► 


；(□デイー音とブザー音の切り替えは 
を3秒間巧ず^ 


容器計量 
借錄） 


乃-音とメ □ディ-音を黯閒り替えるには 

を3秒間巧ず 1 


r ピッ」とブザー音が鳴り、 
表示部に ro 」 が表示ずると 
切り替えが完了でず 


わがや流 

(呼出し） 


0 


H 上手な使いかた•調理の n ッ 


※無音を^□デイー音に切り替えるにはヘルシ-到甲した後、か曜嘴3秒間巧しまず。 
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才ート調埋(あたためる) 


人 


仕上がり調節をずるときは 

(加熱時間を表示ずる前に調節しまず。） 

終了音が鳴ったら食品を取り出ず 


teaiM — • |1あたため I は、ドアを閉めて約10分咖读示部 


に「0」が表示されている間)に押してくださし、。 
ドアを開閉して約10分を過ざるとスタートしません 
ドアを開閉して}甲してください。 



■仕上がり調節のしかた 

仕上がりは「中(標準)」に自動 
設定されまず。調節は「仕上が 
りランカ点灯中に向上びがを押 
して、マークを希望の位置に設 
定しまず。 


:'はんのあたたゆは、 II あたたゆ I 仕上がり調節時や弱し冷まごはんの解凍あたため は に 解凍あたため 1 で加熱しまず。 [今 P .25、28 〜 29] 

け P .40 〜41 


次の食品は「手動調理」で様子をみながらあたためる 


1あたため2解凍あたため3スチーム あたためでは あたためられません。 


>重量が lOOg •まんじゆう •パン類 •冷凍野菜 •市販の •乳幼児用ミルク、•市販の調理 


未満の食品 



〇 



おにぎり べビーフード 

A 


嚇 

※包装をはずします 



済み食品 


み 


^ ※別の容器に移※別の容器に移 
し換えまず し換えまず 


1あたため J 


常温や;令蔵で保存した食品をあたためまず。 

飲み物(牛乳、コーヒー、豆乳、お茶、水など)は 牛乳 F » P . 2 8 j または 
「わがや流」 阿3牛乳 I であたためまず。 卜巧 

冷凍保存(ホームフリージング)した食品は に解凍あたためで あたためまず。 e > P .28 〜 29 J 


でルシ f ォ-ブ: 

_ ^グリル 

I 清掃 I ] 過熱水蒸 i 

LmJ 3スト j 


〕過熱水蒸気■給水] 
词*ストムー— 


ニュ- 

副 




とりけし 



〇 


メニュー選択温度時間 



を押してスタートずる 


(常温や;令蔵保を品） 




♦ メニュー番号「 I 」を表示し、自動的に 
加熱がスタートしまず 


义) 


冷凍食品のあたためは@を回し、 


メニュー番号 じ」 2 解凍あたため1 を選択し 


まず。 分 P .28 〜 29 J 


使用付属品 


□ 

了ーブルプレート 


isaa ドアを開けると電源が入ります。 

® 食品を入れた容器や皿を、テーブル 
プレートの中央に置さ、ドアを閉める 


〇 


1あたため 


鴨^ f ,付属品 I 

□才ーブン sfij 
□グリル 
□過熱水騎 f 
□スチ-ム 



をニュ- 番号 I 


I テーブル I 


亦 


弱•中•強 


計量*加熱時間計算中仕上がり 


I レンジ 


□スチーム 


1手動1 


1 

お三。 

1給水1 

1テ-ブル1 

1 

すこ L 弱•史•強 


I 残り加熱時間：食品で変わります] 



給水タンク 


ごはん、お総菜のあたため 




A3 _ 

強マ 

弱 


(強) 

(やや強) 

續準) 

石や弱) 

(弱) 




メニュ"選択温度時間 ' 



常温や冷蔵保存した食品をあたためる 

才ート調理 1 あたため 

] 回巧し 

ミ 

ん 

物 

'た.’ ぃ'、,， 

ごはん•おにぎり 

仕上がり調節1やや弱1で加熱ずる。おにざりは皿にのせる。 

チヤー八ン•ピラフ 

加熱後、かき混ぜる。 

め 

ん 

類 


スパヴッテイ•焼きそば 

皿に入れる。加熱後、かき混ぜる。 

焼 

さ 

物 


焼さ魚 

飛び散ることがあるのでおおいをずる。 

でを-…"、若 

八ンバーグ 

ソースは飛び散ることがあるので加熱後にかける。 

焼きとり•焼き肉 

皿に並べる。たれを塗ってから加熱ずる。 

揚 

げ 

物 

巧 

天ぷら•フライ•コ□ッケ 

皿に並べる。えびやいかは飛び散ることがあるのでおおいをずる。 

分量の少ないときは仕上がり調節「やや弱1または1弱1に合わせる。 


し、 

た 

め 

物 

雜 

野菜のいため物•酢豚•八宝菜 

容器に入れる。野菜いためが乾燥している場合は、バターかサラダ油を加える。 
加熱後、かき混ぜる。 

者 

パ八 


野菜の煮物 • おでん(たまごは取り除< ) 

容器に入れて、煮汁をかける。 

物 


容器に入れて、煮汁をかける。煮魚は身が飛び散ることがあるので、 

深めの皿を使い、おおいをずる。 凶レ 

蒸 

し 

物 

W ん;-■一： 

ぃ:说 

シューマイ 

少しすき間をあけて皿に並べ、水分を補ってから加熱ずる。乾燥ざみのときは、 
サッと水にくぐらせる。 

它汁 
含物 

爱 

る 

物 

V 

輸 

カレー•シチュー 

えびやい力\丸ごとのマッシュルームは飛び散ることがあるので 
おおいをずる。加熱後かき混ぜる。（丸ごとのマッシュルームは ^ 

あらかじめ取り除き加熱後、加える）仕上がり調節1やや強1か晒に合わせる。 

X みテ汁•スープなどは、 142汁物1 で加熱します。使用する容器は、陶磁器や耐熱性の 
ある容器を使いまず。 (一》 P .20 〜 21) 漆器や耐熱性のない容器は使えません。 


あたためられる食品と上手なあたためかたトト調理 



〇 

、 


たの 
いど 
付な。 
のプる 
クッず 
I ラを 
マはい 
の品お 
こ食お 


2 

3 

R 

6 


さ 

だ 

< < 

てず 

しで 

に安 

、)目 

らが 

<で 

じま 

は〇 。 

ご8ず 

旨一 ' ~で C 

屬て安す 

飾せ目で 

堤わが量 

盛織 

娘度'細 

し量2る 

理る約れ 

調れ ^：5 

で；^温め 

惡 


i 認 I 

^ つ _ SIC ) 


食む 


才—卜調理 


巧 





















































































































































常温や冷蔵で保をした食品の 化巧載】 

異なる2品(ごはん • お総菜など)の同時あたため 


冷凍保存（ホームフリージング）した食品は、常温の食品との同時あたためはできません 
G 令凍保存食品は上手にあたたまりません） 


fssnaa ドアを開けると電源が入ります。 

® 2品を テーブルプレー トの上に 

間隔をあけて置き、ドアを閉める 

〇 



メニュ-選択温度時間 



を押してスタートずる 




1あたため （常温や;令蔵保存品） 


♦メニュー番号「！」を表示し、自動的に 
加熱がスタートします 


人 


仕上がり調節をずるときは (^ P .24 J 


f 残り加熱時間表示：食品で変わります J 

(加熱時間を表示ずる前に調節しまず。） 


^ J 


向□熱方尚 

□才—ブン 
□グリル 

D 過熱か蒸気 I 給水 I 

□ス チー 厶^ - 



終了音が鳴ったら食品を取り出ず 


異なる2品（冷蔵や常温のもの)をあたためるコツ 


♦あたためられる食品 

を蔵または常温の食品でず。 

♦食品の分量 

-]品の分量は約100〜300 9です。 

- 2品の分量をほぼ同じにします。 

分量の目安は、一方の分量に対し、片方は0.7〜1 .3 
倍程度でず。 

(例:ごはん] 50 g とお総菜] 00〜200 g ) 

(この分量仪外はオート調理できません。手動調理 
で様子を見ながら加熱してください。） 

♦容器の大きさ 

食品の分量にあった大きさ、重さの容器を使いまず。 
2品とも同程度の大きさ、重さの容器を使いまず。 


♦上手に仕上げるには 

食品により、飛び散りを防いだり適温にあたためる 
ためラップなどのおおいが必要でず。 

•タレ、ソース、煮汁のかかった食品 
•カレー、シチューなどのとろみのある食品 
.生クリーム、バターなどの油脂分の多いものが 
入った食品 

表面が乾燥ぎみの時や、やわらかく仕上げたい場合 
は水やお酒をふるか霧を吹きまず。 

カレー、シチュー、野菜いためなどは、加熱後よく 
かき混ぜまず。 

食品の種類によって仕上がり調節を使い分けまず。 

I 今 P .25 ) 


次の場合はうまくあたたまりません 


♦冷凍保 巧した食品 _ 

1品ずつ 医解凍あたたゆ であたたゆまず。 〔•今 P . 28〜 29] 


♦2 品同時あたために向かない組合せの例 

-塩分の多い食品と糖分の多い食品 
(例スープと砂糖を入れたコーヒ _) 

* 汁気の多い食品と少ない食品 
(例:シチューとパン） 


手動調理で様子を見ながらあたたゆまず。 P .40 〜41〕 


>牛乳、コーヒーなどの飲み物は、それ於外の食 
品との2品同時あたためはでさません。 


各々の種類だけを 16牛乳 I であたたゆてください。 

〔今 P .28 I 


♦オート調理のあたためができない食品は、 


2品同時あたためはできません。 I 今 P .24 J 


手動調理で様子を見ながらあたたゆまず。 〇 P .40 〜41 1 


■す卜 調理 


26 


才ート調埋（あたためる) 


尼冷ま(左）と冷蔵(ち )I 


冷凍や冷蔵で保存した食品の _ 

異なる2品(冷凍ごはん • お総菜など)の同時あたため 


常温保存食品は、を凍保存食品との同時あたためはできません。 
(常温保存食品が熱くなり過ざまず。） 




爾^ 

〇 


冷凍食品を左側、冷蔵食品をち側に 
なるようにテーブルプレートの上に 
間隔をあけて置き、ドアを閉める 


f 


レンジ 
□才ーブン L 


>(二： L - 選択溫度時間 



を回し 


X ニュー番号。」 

を選択ずる 


仕上がり調節をずるときは [SS 


© 


>(二： L - 選択温度時間 



を押してスタートずる 

終了音が鳴ったら食品を取り出ず 




□スチーム 


I レンジ 


□スチーム 


ニュ-番号) 

1ま動1 

が ■卜3 

1給水1 

た到ん ，• 

1 

\使用付属品^ 

1 1 

[ 仕上がり） 


I レンジ 
□才ーブン L 


□スチーム 


1 手動 1 

as 

[給水 1 

1 テ-ブル 1 

、| ん 

弱•由•強 

〔 

計量*加熱時間計算お] 


マ 

r 

1 手動 1 





が砂弱•由•強 

1 給水 1 

1 テ-ブル 1 


I 残り加熱時間：食品で変わります) 


ォ—卜調理5冷凍(左）と冷 





♦食品を置く位置は（置く位置が決まつています）♦容器の大きさ f 今 p . 2 6 1 


左側：冷凍 保存の食品 ち側：冷蔵 保存の食品 



♦上手に仕上げるには r ^ p .26 i 

♦オート調理のあたためのできない食品は同時に 
あたためることができません。 r 今 P .24] 


左側：冷凍品 ち側：冷蔵品 

•食品の分量は 〔今 P -26 ] 

♦加熱する食品は 

チルド食品、調理済み;令凍食品のハンバーグや焼きおに 
ぎりなどの焼き物、揚げ物、フライを加熱します。 


手動調理で様子を見ながらあたためてください。 [ -» P -40-41 j 

♦牛乳、コーヒーなどの飲み物は、それ於外の食 
品との2品同時あたためはでさません。 


各々の種類だけを 6牛乳 であたためてくださし、 


r-»p- 28 j 

表面が乾燥ざみの時や、やわらかく仕上げたい場合 
は水やお酒をふるか霧を吹きまず。 

カレー、シチュー、野菜炒めなどは、加熱後よくか 
き混ぜます。 



才—卜調理 




























































































































































才ート調理（あたためる) 


解凍あたため、スチームあたため、飲み物、パリツとあたため 


■冷凍ごはんや;令凍お総菜をあたためます。 2解凍あたため 


■ごはんやお総菜をスチームで包み込みふつくらあたためまず。 ： 

3 スチーム あたため 

■天ぷらなどの揚げ物をパリッとあたためます。 |4天ぷらあたたが 

) 


■牛乳やコーヒー、お茶、豆乳、水などの、飲み物をあたためます。 を牛爭て] 


お測よ「わがや流 取 4酒かん 1 であたためます。 P - 134 ) 


■市販のチルド食品.を凍のお総菜をあたためます。 


10パリツとあたため(冷蔵)」じ1パリツとあたため (; 令凍) 



<朋は a ドアを開けると電源が入ります。 

ニューに合った付属品と食品を入れ、 
ドアを閉める。 

スチームを 使う x ニューは、 給水タンク 
に満水まで水を入れる 


使用付属品 

己 


テーブルプレート 

I 


給水タンク 


使用付属品 

ご 


テーブルプレート 


給水タンク 


I満水I 


使用付属品 


グリル皿 高 
つ ブルプレート 


給水タンク 


満水I 


〇 


2解凍あたため3スチ-ムあたため 4天ぷらあたため 


里■巧ぉミ綱を回し希望のゾニュ-番号を 


6牛乳 


10パリツとあたたゆ(冷蔵) 



選択ずる 


11パリツとあたため(を漸 


例: 3スチームあたための 場合 


仕上がり調節をずるときは 


P .23 1 


X 長牛季し は仕上がり調節の設定を記憶しまず。 


( 巧日熱ち法 


@ 


メニュー選択温度時間 



を押してスタートずる 


■スチーム 


I レンジ 
□才ーブン L 


1 ま動 1 

1 給水 1 

1 

'メニユー番号) 

1 テ-ツし 1 

I! 

弱•中•強 

夕 


f 使用付属品) 

〔仕上がり） 


心 終了音が鳴つたら食品を取り出ず 

X スチーム使用後は、本体が;令めてから加熱室や 
ドアの水滴をふき取ります。 〔今 P .52] 


■スチーム 


1 手動 1 


ぶ幸、 

1 給水 1 

(テ-ブル1 

、• 弱•史•強 


計量*加熱時間計算中 


□才—ブン 


ZI 

□ブリル 


•• 

3日秘 弱•由•強 

D 過熱水蘇1 給? k 1 

1テ-スレ1 


^り加熱時間：食品で変わります) 


■す卜 調理 
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あたためられる食品と上手なあたためかたォ調 S 


^ 解まあたため 1 


■お総菜やご家庭で調理した食品で、分量と容器の重さは同じくらいにしてください。 

■一度にあたためられる量は、食品と容器を合わせて1800 a までが目安で ず。^ このマークの付いた 
■食品の温度は、冷凍は約-18。¢：が目安でず。 食品はラップなどの 

^ おおいをする。 



冷ま保をした食品を解ましてあたためる 

才ート調理 2解凍友たため 1スタ-卜 J 

— 、、 

ii 

ん 

物 

お 

冷凍ごはん•おにざり ^ 

四角形に形作ったごはんを平皿にのせる。 

2 個於上のときは分量を同じにして、中央にのせる。 

冷凍チヤー八ン•ピラフ 

ほぐして皿に入れる。加熱後、かき混ぜる。 

め 

ん 

類 

雜 

冷凍スパヴツテイ•焼きそば 

皿に入れる。加熱後、かき混ぜる。 

焼 

さ 

物 

終ぉ^ 

冷凍八ンバーグ ^ 

皿にのせる。加熱後、裏返して 

しばらくぉく。 邸^ 

揚 

げ 

物 

夕 

冷凍天ぷら•フライ•コ□ツケ 

皿に並べる。仕上がり調節 1 やや弱 1 か弱に合わせる。 

C ^) 

油が気になるときは、加熱後、ペーパータオルでとる。 

し、 

た 

め 

物 

m 

冷凍/ \ 宝菜•ミートボール 

容器に入れる。加熱後、かき混ぜる。 

茲 

ク 

し 

物 

■.一 ••パで 

いが打 

，■ろ-一 

冷凍シュ-マィ 

サツと水にくぐらせて皿に並べる。 

加熱後はすぐにラツプを外す。 

它汁 
g 物 

爱 

[1 


冷凍カレー•シチユー 

容器に入れ、おおいをずる。ふたの代わりにラツプをずるときは、 

ゆとりをもっておおい、仕上がり調節 1 やや強 1 か強に合わせる。 ^ 

加熱後、かたまりをほぐし、かき混ぜる。 

ノ 


才—卜調理 
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♦あたためられる食品は 

常温やを蔵保存の揚げ物です。 


♦ 一度にあたためられる揚 

ず物の分量は 


常温やを蔵保存の揚げ物 

100 〜 50 Og 


0 Og 未満のあたためはできません。 

100 g 从上にするか 中段に 黒皿をのせ I 過熱水蒸気 


4天ぷらあたため 


>天ぷらなど加熱後に底面が 
ベタつ<とさは、ペーパー 
タオルなどで油分をとりまず。 




s：i 


才 ーブン II 予熱無11180りで様子を見ながら加熱しまず。 f 今 P .47 1 


♦あたためられる飲み物は 

を蔵保存の牛季しと常温のコーヒー、お茶、水などです。 

♦一度にあたためられる分量 [1 〜 4 杯分]は 


牛乳(冷蔵品） 

200 〜 800 mL 

コ ーヒー 

150 〜 6001 nL 

お茶 

180 〜 720mL 

水 

180 〜 720mL 


♦2 個乂上を同時にあたためる場合は 

テーブルプレー トの中央に 
寄せて置きまず。 


♦容器の種類と飲み物の入れかた 

容器はマグカップやコップを使い、飲み物を 
容器の7〜8分目まで入れまず。 

半分仪下の少量で加熱ずると、 

加熱室から取り出した後でも、 

突然沸とうして飛び散り、や 
けどずることがありまずので 
手動調理で加熱しまず。 

け P .40、51) 


r^\ 


•牛乳びんでの加熱はでさません。 

•牛乳は冷蔵室から出したての 
ものを使います。 



市販のチルド食品-冷まのお総菜のあたためかた 


g ) パリ、化ちたため令画) 1 

El パリツとちたためじ令凍 L 


•食品の種類によって使い分けます。 


110パリツとあたたゆ(を 就 は、 常温や;令蔵保存の調理済み 
食品やチルド食品を加熱します。 [11 パリツとあた/■项 MI 
は、調理済み冷ま食品を加熱します。 〔今 P .130、131 ] 

•一度にあたためられる分量は 

2人分(約 200 g ) 〜6人分(約 600 g ) まででず。 

(この分量仪外はオート調理ではできません） 

•200 g 未満のあたためはできません。 

•食品を取り出すときは 

厚手の乾いたふきんやお手持ちのオーブン用手袋を 
使って、食品をのせたままグ IJ ル 皿と テーブルプレー 
卜を取り出すか、菜ばしを使って食品を直接取り出し 
まず。 

•重量センサーカ《働きまずので陶磁器や耐熱性の皿ホ 
使わないでグリル皿を使いまず。 


•加熱する食品は 

チルド食品、調理済み;令凍食品のハンバーグや焼き 
おにざりなどの焼き物、揚げ物、つライを加熱しま 
す。 ]00 g 未満の物やルさい物は、黒皿に直接、 
またはオーブンシートを敷いた上に並べ、 中段に 
入れて I 才ーブン I 序熱無 I に10て1 で様子を見ながら 
加熱しまず。 C -> P .46 I 


A 注思 


(火災の原因になりまず） 

•テーブルプレートやグリル皿にアルミホイルは 
敷かないでください。 （火花(スパーク）の原因） 


10パリッとあたため(冷蔵) I 、1 11パリッとあたため(を 刹で 少量 


の食品を加熱ずると焦げることがあるのでミ主意ずる。 

1個約 200 g 未満のものは個数を増やし、約 200 g 
が上にして加熱しまず。 


スチームを使った上手なあたためかた 才-卜調理 


3 スチーム あたため I 


♦あたためられる食品は 

常温や;令蔵保存のごはんやシューマイ、焼きそばなどでず。 

♦ラップなどのおおいはしません 

スチームで食品の乾燥を防ざながら、 

しっとりふつくらあたためまず。 

♦一度にあたためられる食品の分量は 


ごはん 

1〜4杯分 (150 〜 600 g ) 

シユーマイ、焼きそば 

100〜50 Og 


♦容器の種類は 

陶磁器や耐熱性のガラス容器を使います。 


>冷蔵保ちの食品は 



仕上がり調節 I やや強 I で加熱しまず。 

調理済み;令凍食品は上手にあたたまりません。 


2解凍ぁたた创 を使ってくださぃ。 [^ド|28〜29) 
•冷凍のごはんや;令凍のお絲菜は上手にあたたまりません。 


2解凍あたたゆ] を使ってください。 〇 P .28 〜291 


3 スチームあたため 1 であたためられない食品 P. 24 I は 


手動調理(レンジ加熱)で様子を見ながら加熱 
します。 |-> P .40 〜 41] 


飲み物の上手なあたためかた 才-卜調理 


揚げ物の上手なあたためかた 才-卜調理 



才—卜調理 
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HEALTHY CHEF 


I オーブン 

i ' リル _ 

清掃 C 過熱水蒸気 t 給水 I 

孤 b トム^^ 


に: L - ii が S 度時間 



ドアを開けると電源が入ります 





登録したい容器を、空の状態でテーブル 
プレートの中央に置き、ドアを閉める 


例: 40 ごはん」 に使用ずる容器を、容器番号を「2」に登録ず^ 


〇 

0 


を押ず 


容器計量ランプが点滅しまず 



巧□熱ち法 1 

、レンジ 

□才—ブン^ fi ] 
□グリル RzTl 
D 過熱水蒸気 I 給水 I 
□スチーム^- 


( 使用付属品 


-]! 択温度時間 



を回し 


X ニュー番号「•ぶ」と 


容器番号「2」を選択ず拿 

X 選んだ容器番号に枠「 固」 が点灯ずる。 

@ 國|を押して登録ずる 

, 約6秒後にピーと鳴り、容器番号の下に記_ 
イシ 憶済みマーク「^」力《表示されて約15秒後 
「0」表示となり登録が終りまず 

■登録した設定でずぐに食品をあたためるときは 

容器計量後、表示部に「0」が表示される前に^を 
ネ甲して、登録した容器に食品を入れ、テーブルプレー 
卜の中央に置き、ドアを閉めを巧しまず。 



I レンジ 
□才ーブン 
□グリル 
□過熱水騎 I 給 I 
□スチーム^- 


r 手動1 

Bia 


メニユ 


一番号 II 容器番号 


■レンジ 


□才ーブン Skj 


□グリル 

D 過熱か蒸気 I 給乂 I 
□スチーム^- 


計量中巧 


I テーブル I 


I レンジ 
□才ーブン 
□グリル 
□過熱水蒸気 I I 
□ス IX 


▼ 

31] 

Bsa 


、パ s ' 

、广つ— 


1图34講 


I 容器重量計量中） 


1!34謂 


I テーブル I 


良録•訝意済み司 

数秒後に「0」表示になります。 


容器計量 
谱録） 




使用付属品 


1 —ノルゾレート 



• 40こはん卜44酒かん I まで各 X ニューの容器番号1〜4にそれぞれ1種類、合計20種類の容器が登録でさまず。 

•同じニュー番号の同じ容器番号に別の容器を登録ずると、前回の登録の内容は消えまず。 

•電源プラグを抜いたときや停電した場合でも記憶しています。 

♦表示部が「0」を表示した状態で闘を3秒間}甲すと登録した 画^〜画麗 固の 内容を全て消ずことができまず。「ピッ」けザ-音が鳴 
り、表示部に 「•一」 を表示ずると、登録した内容が全て消えまず。にュ-ごとに登録したそれぞれの内容を刪に消ずことはできません。 

■容器計量せずにあたためる場合 

① 食品を入れた容罪や皿をテーブルプレートの中央に置さ、ドアを閉める 

② ^を押して0を回して X ニューを選択し、を押してスタートする 

※容器を登録していない/ニューを選択ずると、あらかじめ登録されている標準的な容器の重さで加熱時間を計算します。 

※容器を登録した ニューを選択ずると登録された容器の重さで加熱時間を計算しまず。 


才ート調埋（あたためる) 


「わがや流 J でごはん、汁物、飲み物をあたためる 


「わがや流」は、食品の正昧の分量を計り、設定された好みのあたため加減を記憶して、食品の分量が変わっても、同じ 
あたため加減に仕上げる機能です。食品の正昧の分量を計るため、使う容器の登録が必要でず。从下の手順で登録しまず。 


容器登録のしかた 



と容器番号 


登録でさる X ニニ 


給水タンク 


わがや流あたため 




が 








































































































































































































•綱曲 a ドアを開ける 


參 

〇 


登録した容器に 
プレートの中夕 


を押ず 




メニ: L - 選巧温度時間 





メ ニ ュ-選が温度時間 


'劈 評)） を押し1 



仕上がり調即の言 

終了音が鳴つ 


※间〇ごはんは 重量から計算し 
表汀^しよう。 


3ク 


41;令凍ごはん 


仕上がり調節; 


j レンジ. 

リル r 

J 過熟水!気_ 

W - ム 



1 

ヘルシ 

1 



清掃 

脱臭 j 




こ食品を入れ、了ーブル 
りこ置き、ドアを閉める 


姜録した X ニュー番号 
咨器番号「2」を選択ずる 


をずるとさは 〔今 P .23 J 


例: 间〇ごはん1 のあたためを、容器番号「2」に 
登録した容器で行う 


。加熱ち法） 

1 レンジ,_ 、 

[メニュ-番号） 

□才—ブン 

ijn 

□グリル 

•し, 1国3 4登 g 

D 過熱水蒸巧1お水1 

弧 ^由•強 

ノ [ U 于ーム^— 

0ま用付属品)肖録した容器^ 


I レンジ 
□才ーブン 
□グリル 


I 手動1 

が rd 
□過熱水蒸気 I 給水 I 
□スチーム^- 




r スタートずる 

受定は記憶されまず 

たら食品を取り出ず 

f た白米の標準的な力□リーを 一 

〜岛4適かん は力□リーを表示しません。 


■レンジ 

□才ーブン ^ fi 
□ブリル 

D 過熱水 i 、 気 I 給水 I 
□スチーム^- 

■レンジ 

□才ーブン LW 
□グリル H 
□過熱水觀 I 給水 I 
□スチー厶^- 

■レンジ 
□才ーブン 
□ブリル R-H 
□過熱水蒸気 
□巧-ム陸 


計量*加熱時間計昇中 j 


// ^ 

(食品重量表示（目安) 


ごはんの力□リー表示 I 


^残り加熱時間:食品で変わります I 


わがや流 

(呼出し） 


※食品の分量ま1個の容器番号に対し1人分 （1 回分)が適量でず。 




Ijn 




ILI 

g 1!34 請 

1テ-ブル1 

約 

1し1 1 

• JU 

弱•由•強 


••IS 


1!34讚 


I テーブル I 


力印严5ご kcal 弱•ま•強 


I テーブル I 


しり I 
，し, 

jn 

JU 秒 


弱•中•強 


計量中巧 


I テーブル I 


棘 




にユー 

食品の分量 

も口 n の温度 

あたためのコツ 

140ごはん1 

100〜30 Og 

が曰 
わ/皿 

(- > P .25 ] 

141;令凍ごはん1 

100〜30 Og 

、ホ 
/で巧 

(今 P .29 ) 

142汁物1 

100〜30 Og 

が曰 
わ/皿 

(- > P .25 ) 

143牛乳1 

100〜400 mL 

:令蔵 

〔今 P .30 ) 

144酒かん1 

100〜 300 mL 

が曰 
わ/皿 

〔今 P .134] 


※上表の分量は、1人分でず。 


X 常温は約20で、冷蔵は約0で〜約10で、を满ま 
約-18でを基準にしていまず。 

乂 冷蔵のごはんは 11あたため I であたためまず。 
※冷蔵の汁物、常温の牛乳、冷蔵のお酒は、手動調理 
で様子を見ながら加熱しまず。 f 今 P . 41,5 lj 


同程度の大きさ、形状、重さであれば、容器2個を 
同時に登録して使うこともできまず。 

♦容器の大きさ、形状が異なると、加熱むらの原因と 
なります。 

♦食品の種類、分量も同じにしてください。 

♦食品の分量は左表の2倍が目安でず。ただし、 

A 3 牛乳 I 梓す酒ろ^ は 500 mL までにしてください。 
♦食品の置きかたは、テーブルプレート中央に寄せて 
並べてください。（ち図参照） ^ ^ 

♦食品の種類や分量によっては、 

左ちの肚がりが若干変れる X 

ことがありまず。 ^ 

3個从上を同時に登録して使うことはできません。 

(加熱むらとなり上手にあたたまりません） 


登録した容器を使ってあたためる 



登録した容器での上手なあたためかた 


給水タンク 


わがや流あたため 


) 容器の重さを登録しないで計量して、ごはんやおかずなどをお好みに仕上げることができまず。 
ドアを開けると電源が入ります。 


CHEF 


トブン 

グリル 

)1 熱水蒸気 L P 

スチーム 


■画 

■圆。 

[ 马^日 


B 

手動 

ミ夫定 


>(ニユー還巧温度時間 


〇 @ @ 



使用付属品 



写の容器を テーブルプレー トの中央に 
i さ、ドアを閉める 


纖効を押ず 


-徵尺温度時間 



を回し X ニュー番号「リ日」と 
登録なし「闇 J を選択ずる 


を押ず 


約6秒後、ピーと鳴ったら容器の計量が完了 


計量した容器に食品を入れテーブル 
プレートの中央に置きドアを閉める 

_ ▼ _ 

仕上がり調節をずるときは CSS 


-觀尺温度時間 


^- t )) を押してスタ—卜ずる 

X 容器を登録しない場合、仕上がり調節の 
設定は記憶されません 

終了音が鳴ったら食品を取り出ず 


メニュー番号 



例：登録していない容器で 岛〇ごはん] をあたためる場合 


0□熱方法〕 

\ レンジ 

□才ーブン 
□グリル 
□過熱水蒸気 
□スチーム 




手動1 


け 卜] 


給水1 



■レンジ 
□才ーブン 
□ブリル 
□過熱水蘇 
□スチーム 


I レンジ 
□才ーブン 
□グリル 
□過熱水蒸気 
□スチーム 


■レンジ 
□才ーブン 
□ヴリル 
□過熱か蒸気 
□スチーム 


■レンジ 
□才ーブン 
□グリル 
□過熱か蒸気 
□スチーム 


■レンジ 
□才ーブン 
□グリル 
□過熱気 
□スチー厶 

■レンジ 
□才ーブン 
□グリル 
□過熱気 
□スチー厶 


手動1 


給水1 



り。 ■— 卜— 

リー, 12 3 4111 

ii •中 y 強 


使用付属品 容器登録なし 


計量中巧 


I テづル J 


ijn 
、 1 

、广っ- 
二し 一,^ 


12 34 


闇 


容器重量計量中 


ま動 I 


給水] 



un 



IU 

12 3 4顧! 
剛 

弱•中•強 

1テ-ブル1 



手動1 


牙 一 N 


給水1 


[テーフル I 


•4。 

化' 12 3 4關1 

、广つ— 幽 

、 I I 、 弱•中•強 


^量•加熱時間計算中） 






給水 I 


1 テーブル 1 

un 

1 2 3 4 ii 

約 1 cn §ミ目 * 

•liu 弓いま•強 

// 

品重量表示(目安 ) J 

1 テーブル 1 力 QIJ 

Ijn ■ j .— 

fU 1 国 3 4 lii 

約ご C ご ぉ ■ 4 ^ 

-C pc kcal 弱 •ま •強 

▼ 1 

^ ごはんの力□リー表示) 





I テーブル I 


••し, 12 3 4關1 

—"つ 幽 

ゴ Jj 妙 ii •由•強 


I 残り加熱時間:食品で変わります 


清掃 




才 ー ト調埋(あたためる） 

r 容器の重さを登録しないであたためる 



給水タンク 


わがや流あたため 




ち 

持 

手 

お 


i 




がコ 3 





瓣〇 @ @ 


〇 


ん 













































































































































































































































































































